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東京都内湾の貝類漁場の被害問題は、人工的なもの、あるいは天然現象泥

よるしの゛そのいずれにかかわらず、以前から数多く起きておｈ、近年にお

いては、特に著しいものがあるが、これらによって漁場がいかに変化してい

るかを知ることは今後の諸対策樹立のうえに不可欠のことである。

以下の二つの報告は、ある意味で浅部貝類漁場の上半期決算静ごあり、また

健康診断書である。

いずれも前途の明るい見通しということには非常に縁が遠いようであるが、

診断にもとづく適格な対策こそ、いかようにも将来注決定するものである。
昭和３３年６月

東京都水産試験場長鈴木順
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東京都内湾干がた部Iご猫け巧貝類分布の変せん
1こついて

■0

Ｉ

一口日日□（

ﾕ．緒言

東京都内湾の羽田州玲よび三枚州は（従来ｱｻﾘ､ﾊﾏｸﾞﾘ等の浅海性~
●●｡

■有用貝類の優秀漁場としてそのじよう(饒捧淫誇ってきたが､近年都市排
水の影響をはじめとしで、ホトトギスや圧トデの大発生等人為的あるいは・

自然的障害がこれらの漁場にひんぱんに及び資源的肘よび生物学的にも力』

な')変ぼうして、場:所によっては既にほとんどその価値屋失っているよう

～な漁場も見られる状況である。そして今後の貝･類漁場および"その資源の;見《

通しを得ることが現在の貝類漁業の重要課題となって来ていろ。

このための一つの手段として漁場にゴ行ける貝類分布の変せんを知ること

が必要と考えられるが、幸にして当場が／７ユ７年以降／７ｓユ年に至添

間３回にわたって千がた部の貝類分:布調査を行って来ているので、今回
,.ｆ･_ず

（／７β７年）の調査結果を゛も含めてその状況を総合的に考察して変せん

の大要をl工握することができたので報告する次第である。

２比較方法

Ｖ７３７【．／７州．／７３０．／７タム．／７夕６１．／７ｓ6..／７白７年の各年に
，、、

わたって当場に蹄いて実施した千がた部員類分布調査の資料を用いた。そ

して、この間の貝類分布の状況を羽田州は調宵区域も広くかつ場所によりザ

相当環境も異なることが考えられるので、これをβ地域に分け、（図Ｉ）ぃ
１９．－．１`･

；三Ｆ枚州は分割することなく､：出現貝類の種類と／地点当ｎの平均個体数嚇

よび死殻重量を用いて比較した。またアサリ、ハマグリ､シオフキにつし､

ては殻長組成とも含めて吟味した。なお、年によｈ調査方法が多少異なｈ

γocwT立方の鉄わくで／点について３個採集した年と孕個採集しｔ年があ“

愚ので、その値はすべて／”当りに換算した数値を用いた。な脳資料I寸壯

各年の野帳を用いたが、羽田州の/’３７年鈴よび三枚州の／７３０．／・

７ｓj2年は野帳散逸《のためぞむを得ず報告書から抜すいした。各調査年［〆

T》お…ける詞:萱実施時期は付図に示Eすとおり\月から７月の間であるが:､γ７

－３７年については調査曰の詳細な記録がない｡また調査点のとり方はオラ

’３７年IIま／○・ｍ間隔ざその他の年は２ｏｏｍ間隔の碁盤目状である｡…Ｉ

１１「

いい１
~炉ｒ

－ｈｒＵ１

〆γ17'
'b,ﾛも｣

Ⅱ1１１－｣■Ｔ

ｌＣＯﾛﾛﾛ

卜･了，

`-11ﾛ

ﾎﾞﾊﾞ；し:」
|,,r5子.ｌ
'.,~い'111
-Ｊ１.

_小１１

Ｍ．‐Ｉ

ﾛﾛｲ４J

■
｡｡

，.,１

鞠

Ｗ』

一／－



ザ
▲

■

己

分布を比較した区域
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巴結果および考察

（１）羽田州、〔付図／
B

～６．Ｆ～／３．／ターユｏ別表１．m）

Aｒｅａｌ

アサリは年々減少の傾向にあり、ハマグリはノレ７３７年には非常に少

ないが、ノヲＧＬｇ年、／７３／年の調査では相当数見られろ。しかし／
‐－．

７白ユ年ﾌﾟｩ＞ら急激に減少し、現在ほとんど分布が見られなくなった。シ

オフキはノヲ“８年の分布は／７３７年より易いが、その後減少し、／

アダ７年の調査では分布が見られなくなった｡パカガイの分布は／７３

ユ．/７３７年にわずかに見られるが全体的に少ない。ホトトギスはノ

７タユ年在頂点として減少はしているが、やはｈ優占種である。ニウシ

オガイ．イソシジミ．十年グジミ・ツトオリ･ガイ・マテガイ等も年とと

糸に減少しているようである。また、死殻重量は近年急激に増加の傾向一－．０

軒見せ羽田.州における最高を示している。

－．－
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総体的に有用貝をはじめその他の貝も／７ｓ／年を頂点として減少の

傾向を示し荒廃の一途をたどっている様子が見られろ。

ＡｒｅａⅡ

アサリの生息量は／７３７年より／,苧８年は少皇ないが、その後増加

の傾向が見られろ。ハマグリはアサリとは全く逆に／７￥『年の分布は

／７．７年より大きいが、その後年とともに減少し、／７ざ７年には非

常に減少した。シオンキＩエハヲ占ユ年以降減少の傾向が見られろ。′ミカ
；．‘

ガイｌエノヲ臼ユ年に相当量出現していろ。ホトトギスI|ま／７孕圧年から

／７ｓ／年の間で急激な増加が見られ、その後変化なく珍量に生息しこ

いろが、／７ｓ７年はわずかに減少した。ユウシオガイは／７占２年ま

で年々減少したが、／ヲｓ６．／７ｓ７年は反対にわずかに増加してい

ろ。またソトオリガイの生息量も年々減少し、ヒメシラトリは／７ｓ６

年までは生息量はわずかであ為が、同程度に分布していろ．しかし／７

臼７年は相当量増加していろ。オキシジミ・マテガイ・ムラサキイガイ

カガミガイ等は生息量はわずかであるが分布する年と、しない年とがあ

る。死殻重量は／７ｓ／・／７３２年に比べて／７３６．／９ｓ７年は

非常に増加しているが、ノヲＳ７年はＡｒｅａＩよりしは潟九に少ない。

総体的にみてＡｒｅａＩと同様ハマグリの減少が目立ち近年ホトトギス

をはじめとして雑貝の増加する傾向が見られろ。

ＡｒｅａⅢ

／７芋８年のアサリ分布は／７３７年よりも少ないが、／７３．／年は
診＝‘

生息量は増大して蹄n、／ヲｓ２年も変化はないが、ノヲｓ７年は少な

くなっていろ。ハマグリの生息量は／７３／年まではほとんど変化して

いないが、／７ざユ年には生息量が減少し、／７β７年には全く分布が

見られなくなっていろ。シオフキは／７s／年までは増加し、その後は

わず池ながら減少していろ｡ホトトギスは／７単９年には分布しなかっ

たが、／７３／年に急激に増加し、その後わずかであるが減少しているイ

ュウ,シオガイの生息量は年々増加の傾向にあり、ソトオリガイ１１ｴｰﾉ７３

／年に増加し、その後ほとんど変化しないが、わずかながら減少の傾向

にある。サルポウ・ムラサキイガイ・オキシジミ･マテガイ・ヒメシラ

－３－
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トリ・アラムシロは分布する年としない年とがあるが、生息量は少ない。死殻重量

分布はＡｒｅａ１．Ⅱに比べて非常に少ないが／７ｓ７年にはや穂増加して

いろ。

総体的にＡｒｅａＩ.Ⅱ同様ハマグリの減少が目立*うアサリ・シオブキ

も減少して生産力の低下がうかがえｚ;・

ＡｒｅａⅣ

アサリの生息量は／７３７年より／７￥９年の方が少ないが､'７３/

年には増加し､ノヲｓユ年は同程度、／７ｓ７年は減少していろ。しかし

この地域は/７３６～ノヲタ７年の多摩川の異常渇水による被害をうけ

た地域であり、被害前,診たわぢ２－８月の資料によると分布量は年々増加して来ていたと

いうことができる。／７￥『年のハマグリ生息量は／７８７年よりわずかに多くその後は

減少している。シオフキは／７３２年までは年有増加して来ており、／７ｓ７年はﾅﾌずか

に減少しているが、アサリと同様２－３月の資料によると′７ｓ７年も増加している。バ

カガイは／７３１年までは増加しているハ／７古７年は全く分布せず、ｊＺ－

３月の資料によっても減少が見られろ。ホトトギスは／７以斤年には分

布しなかったが、／７ｓ／・／７５ユ年は増加し、／７３７年はわずか

に減少していろ。ユウシオガイは相当量生息し年々増加していろ。ソト
．８

オリガイI'ま生富畢トャおずかであるが年々同様なf)･布状態産示していろ。

サルポウ・オキシジミ・マテガイ・カガミガイ・ヒメシラトリ．アラム

シロは分布する年としない年とがあｈ、その生息量もわずかである。ま

た死殻重量についてはほとんど変動がない。

総対酌にゑてハマグリの減少が目立つ以外は今年の多摩川の水質汚濁

による被害以前までは生産力が増加十嘉傾向を見せていた漁場と考えら

れ、これが上記の被害によって急激に貧弱な漁場と化したわけである。
ＡｒｅａＶ

アサリ分布の最も多かった地域であり、／７ｓ２年はわずかに減少し、

ノア３７年は大量に減少したが、これは多摩川の水質汚濁の被害を最も

多く受けit二ためと考えられ、・２－３月の資料を用いろと最近まで増加を

続けていたことがうかがえろ。ハマグリは／７ｓｒ１年までは減少してい

る希、その量はわずかである。しかし／７β７年は非常に減少し１－３

一￥＿
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月の資料でも同様のことがいえる。シオフキは／７３２年までわずかな

がら増加しており、／７ｓ７年は大幅に増加している。ホトトギスもシ

オフキ同様／７３２年まではわずかながら増加しており、／７３７年春

の調査では急激な増加がふられる。ユウシオガイは被害に関,係なく年戈

増加の傾向が見られる。イソシジミ・ソトオリガイは／アク／年を頂点

にし、その後わずかに減少している。サルポウ・ムラサキイガイ・マテ：

ガイの分布はわずかであるが、分布する年としない年が見られる。死殻

重:量は少しずつ増加の傾向が見られる。

総体的に見てＡｒｅａⅣと同様生産力上昇の傾向を示していた漁場で‘

これが水質汚濁の被害によって貧困漁場と化したものである。

以上を総合して承ると､アサリは／７半３年を境にして増加の傾向に

あったが、ハマグリはアサリとは逆に／７苧Ｆ年を境に衰微の一途をた

どっているということがいえる。これは漁獲高の推移とも良く一致して

いる。（参考資料）シオフキはほとんど変化していないがｂわずかに増

加の傾向にある。ホトトギスはノヲざ／年に急激に増加し、現在なお相

当優占的位置を占めている。ユウシオガイは多摩川の河口部に行くにつ

れて多く分布しており、その生息量は増加の傾向が見られろ。ソトオリ

ガイは／７ｓ／年を境に減少しており、イソシジミはほとんど変化して

いない。パカガイ・オキシジミ・サルポウ。ムラサキイガイ。マテガイ．

カガミガイ・ヒメシラトリ・アラムシロの出現地域と年度がまちまちな

のはその生息量がわずかなためとも考えられ総体的な考察はむずかしい。

また、地域別の有用貝の分布状況を比較すると／７３７年はＡｒｅａ，が

悪く他の地域はほとんど同じであり、ノヲ単９年はＡｒｅａＶが最も良

く、続いてはＡｒｅａエ、Ⅱが良いが、／７夕／年は全地域ほとんど同様

な状態であり、ノヲタユ年はＡｒｅａⅣnＶ、ＩＬｍｌの順になり、／７３７

年は多摩川の水質汚濁による被害をのぞいて考えた場合Ａｒｅａエが最も

悪く、／７￥８年ごろと比較してＡｒｅａｌがとくに悪くなっている。

一般的にノヲタュ年以降羽田州の貝類分布は、衰退の傾向をたどった

ことが見られるがｈその様子が各Ａｒｅａごとに異なりＡｒｅａＩが最も

その傾向が激しかったことがいえる。これはノヲ夕２年以降の貝類被害

－３－
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▲

nに集中したことにもよろしのと考えられるが、
●

傾向にもまして羽田'1,Ｎの貝類生iq5iに一大打撃を

（参考資斜）がＡｒｅａｌ、nに集中したことにもよろしのと考えられろ，
￣ひ－■ＳＦ巴

多薩)Ⅱの水質汚濁はｂｌ上の傾向にもまして羽田Ｉ''１の貝類生iq5iに一大打撃

与えた鏡がある。

(2)三枚州（付閃７、ノ￥、ユノ別表ⅡⅣ）

野帳散逸`'７口､/こめアサリ、ハマグリ、シオフキの比較に重点を置いた。

アサリの生息量はノヲタユ年を頂点に／７ｓ７年には大分減少している。

ハマグリは／７３２年までは年々増加している力Ｍ９ｓ７年には非

常に減少していろ。シオブキはヘマグリとは反対に／７ｓ２年まで減少

しているが、／７３７年は増加していろ。ホトトギスは／ヲ夕／年まで

減少淀続けたが、／７古７年には非常に増加していろ。ユウシオガイは

／７ｓユ年の資料が欠けているが増加の傾向にあ、、イソシジミ．ソト

オリガイもノヲタユ年の資洞が欠けているが、ユウシォガイと反対に減

少の傾向にある模様である。死殻は年々増加の傾向にあったことが考え

られ、／７３７年には羽田州のＡｒｅａｌに次いで多い。

総体的にハマグリの減少とホトトギスの増加が目立ったが、これは貝

類漁場とし厄良い傾向とはいえない。すなわち羽田'Wlの貝類分布の衰退

時と同様の傾向淀示しているからである。
●●

以上が内湾干がた部における貝類庁布の変せんの概要であるが、一般

的にいえ扇ことば、いずれの漁場も有用貝の生産力が低下しつつあるこ

とである。その原因としては種々のものが考えられるが、通観して、い

わゆる都市排水によろしのが一番大きいことが多摩川の水質汚濁による

被害で判然と現れたわけである。

また以上のこととは別にハマグリの減少、ホトトギスの増加が生産力

低下のさきがけ的な徴候として多くの場所に現われているように見受け

られることは注目すべきことと考えられろ。そしていへマグリ、アサリ

の減少前には、いずれも大型のものが減少するのが通常である。
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付図端よび別表
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三枚州に赫ける二枚貝分布状況(/R5o./活/､/乃苫Z./乃力
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三枚州におけるﾀﾞﾋﾟ殻分布状況の珂上〔/乃○．/乃/･/7匁｡/757）

羽田州におけるアサリ・へマグルシオフキの殻長組成
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三枚州におけるアサリ、ヘマグリ、シオフキの殻長組成
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羽田州Ａｒｅａmにおける二枚貝分布状況付図４
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付図-５ごＦ１田州ＡｒｅａⅣにおける二枚貝分布状況
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付図ワ 三枚州における二枚貝分布状況
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羽田ﾘﾄ|Ａｒｅａユにisける
死殻分布状況の変化ｒ￣
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付図ユ５羽田州における主要貝類の殻長組成（ユ９４８－ユ９５７）
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付図ユ６羽田州Ａｒｅａｌにおける主要貝類の殻長組成（ユ９４８－ユ９５７）
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付図1８羽田州Ａｒｅａmにおける主要貝類の殻長組成（ユ９４８－ユ９５７）
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付図ユ9羽田州ＡｒｅａⅣにおける主要貝類の殻長組成（ユ９４８－ユ９５７）
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付図l、三枚州における主要貝類の殻長組成（ユｇ５０－工９５７）
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Ⅱ東京都'六一雪干がた部における貝類分布の現況
について

ﾕ．緒言

東京都内湾におけるアサリ、ハマグリ等の浅海性有用貝類の主漁場であ

る羽田州および三枚州の貝類分布については、近年では昭和２３年以降昭

和ユ７年にいたるまで数次にわたってその調査がなされているが、最近は

これを行わず貝類資源の動静l工握が困難となってきた。そこで昭和３２年

夏期にこれを再び行って現況を明らかにすることができたので報告する次
第である。

ａ調査方法

ａ調査期間（資料採集期間）

羽田州／アタ７年６月／／日〔Ｓ七／～Ｓ七２０）

／７古７‘厚６月／３日（Ｂｔユ／～Ｂｔ３７Ｊ

'７３７年６月／孕日〔ＥＨ７“ｏ～Ｓｔ６７）

／７β７年６月ユターEL二目ｔ７０～８Ｗ／６）
｡●「．．■,

三l3i〔リ|､Ｉ～／７ｓ７年７月２７日〔８Ｗ～ＥＨ７ｓ￥）
ｂ採集方法

羽田州のうち約“６０万ｍ0および三.枚州の約ユユ０万”にわたり六分儀

巖を用いて距離間２○○ｍで調査地点を碁盤目状に定め（図ＩⅡ）この

地点を中心に／Ｏ伽立方の鉄わくで￥個、すなわち砦ＯＯｂｍ３を採泥し

し、これをノ”目のふるし〕にかけ底壮t､生物を採集した。また底組､生．（ｉｂ

物の採集と同時に￥ＯＯｍＪ間隔でノOC77z立方の採泥を行った。
ｃ採集物、処理

貝類は生貝と死殻にわけ､、生貝の内、浅海増殖上特に重要なアサリ、

ハマグリ、シオフキば殻長とその個体数産ilIll定し、他の貝類は個体数の

みを、死殻はその重量駐測定した｡その他同時に採集されたＡｎｎｅユｉｄａ

およびＡＣⅥｎｉａｒｉａＭ固体数を測定した。なお計数結果は整理の都合

上すべて／か当りの個体数に換算したｂまた砂泥はそのまま乾燥器内で
、。、、 、、、．

乾燥しｈ九ﾉ１１式砂泥とうた器でふるい分けし重量を測定した。

２

－￥６－



、

． その他

採集区域カヨ広<かつ地形その他か

えられる羽田州については、これを

して検討を行った。三村州につい7

つ地形七の他から見て環境要因がかなり異なると老

いては、これをＡｒｅａｌからＶまで〔図Ｉ）に区1分
･･･,今.－.汐Ｃ・ＵC5DQ一・

三枚州については採集区域も狭かったので区分‐する ･／

ことなく検討した。

－５４７－
『．
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図Ｉ羽田州採集地点
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nJ

巴調査結果および考察

（１）羽田Ｉ､,､,〔付図／～／ｏ、別表’策よびⅢ）

ａ生物分布〔付図ノーｇ、別表Ｉ）

羽田州のうちＡｒｅａＷＶおよびⅡ、mの一部は／７３６年末から

／７ｓ７年早月に至る間の多摩川の異常渇水による水質汚濁の被害を

うけアサリ、ハマグリを主とする有用員類が大量異常入（､死産した。

（東京都水産試験場研究報告妬／A多蟻川の水質汚濁について）今回

の調蔭は被害後に行ったので貝類分布はきわめて貧相であった。
アサリ

閃Ⅲアサ｣）殻長組成水質汚濁の被害の大き稲った

ＡｒｅａＶにはほとんど分布せず、

ＡｒｅａⅡ注除いては全般的に分

布が少なかった。一般に千がた

の陸側よりも沖側に分布が多く、

これは殻長／０m〃未満の稚貝端

よび、それ以上のものについで

も同じ傾向であった。殻長組成

は／ｏ厄加未満のもの満よび￥○

ｍ以上のものは少なく２０～ｓｏ
ＯＳ／ＯａＯ３０９ＤＳＯ

Ｓ、Ｌ，

"〃に禍モードが見られた。〔図Ⅲ）

ヘマグリ
ー！

、、

種目Ⅱ的にみて水質汚濁による被害が最も大きかったゆえしあって分

布はほとんど見られずｓセユにおいて必Ｃｏｏ〃‘中に／個体〔／”当り換

算値にしてユタ個体）見られただけであるａ
７白－１５WⅣシオフキ殻長組成

シオフキ

し
アサリの場合と反対に多摩川河

口に近いＡｒｅａⅣＶに多く分布し

Ａｒｅａｒには全く分布していなか

った。ＡｒｅａｗＶに分布が多いの

は⑩さぎの水質汚濁による被害が

シオフキについては少なかったこ

S、

Ｏ占/Ｏ２Ｏ３０４ＬＯｓＤ

Ｓ．Ｌ、

－ｓ２－



、

とによ’ｓものと考えられろ。

ホトトギス

ＡｒｅａＩⅡの地域に分布が勿<次いでＡｒｅａｍの北側に若干見ら

れた。総じて羽田州の北部にかたよって分布していた。

ユウシオガイ

分布区域も広く数的にも多かった。すなわちＡｒｅａ１，１１の北側圧

除いたほとんど全地点に出現しており、最も大きな分布を示したのは

ＡｒｅａⅢⅣの区域であった。

Ａｎｎｅユｉｄａ

ｆ)J布は非常に多く特にＡｒｅａＩ．nに鈴いては全地点にわたって多数

分布し最も多い地点では／”当り／ａＦｏｏ(固体というちよう〔調）
▽▲

密分布をしていた。

ＡｒｅａｍＩＶ、Ｖにおいては陸側に多く分布していた。

なお、本場水質研究室が本調査と同時に調査した底質中の炭素量

とＡｎｎｅｎｄａのせい息数との関係を見ろと図Ｖ、表Ｉのようになり

相関が見られろ。すなわち有機質の多い場所ほどＡｎｎｅユｉｄａの分布

も夢,いということがいえろ。

ｐｐ４

－．ｓ３－
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、

●

表ＩＡｎｎｅｕｄａの分布と底質炭素量との関係

uｊ

注Ｃ；底質〔乾泥）／ｇｒ中の炭素量〔ｍｇｒ）

Ａｎｎｅユｉａａの数はノム占加0当りのもの丘示す

一ｓ３－

Ｓｔ・妬 Ａｎｎｅユｉｄａ． 炭素量(c） Ｓｔ･妬 Ａｎｎｅユｉｄａ 炭素量〔ｃ）
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Ｐ

Ａｃｔｉｎｉａｒｉａ

採集されたもののほとんどがスナイソギンチヤクであったが、その分布

はＡｒｅａＩｎに多く認められた。

以上が生物分布の概要であるが多摩川の水質汚濁による被害の影響が非

常に良く現われて蹄ｈ、弩従来の調査でも有用貝類の分布が多くかつ優秀な

漁場であったＡｒｅａⅣＶの区域の荒廃が目立った。

図Ⅵは各Ａｒｅａごとの種類別分布状況を示したものであるが、ＡｒｅａⅣ

Ｖについては被害当時〔ユー３月）貝類分布調査を行っているので、その

資料を用いて当時の分布状況を比較してみろと被害のいかに大きかったか

がうかがえろ。また、ハマグリ、アサリの被害が大きく、シオフキの被害

が少なかったことはよく現われて鉛ｂ、図によってユウシオガイが全く被

害を受けなかったと考えられることは特記すべきことである。かりに前記

の被害事件がなかったならば分布相は今回の結果とは相当異なり、Ａｒｅａ

Ⅳ、Ｖが最も分布多くＡｒｅａｌが最も貧弱な分布を示したと想像されろ。

ｂ’底質組成〔付図７～／Ｑ別表Tm）

アＬ１１ｌ式砂泥とうた器によってふるい分けした底質の重量比〔‘ル）を

粒子径＞／八(１，，蹄よびく／／駆加のものに分けて検.計すると陸側部にあ

らく沖側部に細かい傾向が見られろ。またＡｒｅａｌは他の区域に比べ

て粒子の大きいものが多くＡｒｅａⅣ、Ｖの境に最も粒子の細い区域が

存在する。
、、．

以上､のほかに底せい生物の採集と同時に採集さ､れた貝類の死殻重量

の分布は次のようになる６平すなわちＡｒｅａＩⅡは死殻が非常に多いがこ
、、

オ/しは最近連続して起きる貝類の被害事件（赤潮によ鳥へい死、ホトト

ギスの繁殖等）がこの区域に集中していろためによろしのと思われろ。
．｡ＢＣＦ.．｡

次いでＡｒｅａⅣＶの区域が多いの',ま多艤111の水質汚濁の被害によろし

のと考えられろ。

－ｓ６－．
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勺

図Ⅵ羽田州における貝類分布状況
註斜線はユー３月の調査結果
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Ｐ

(2)三枚州〔付図／／～ユ／別表Ⅱ鉛よびⅣ）

ａ生物分布〔付図／／～／ヲ別表Ⅱ）
ノ、、

この区域は／７ｓ６年夏にアサリ、シオブキ、異常へし､死が起きた

が以後被害を受けていない。

な鐙、調査期日が羽田)'ﾄ|よりも約／か月遅れているので殻長組成の

点で比較を行うことができないのはやむをえない。：

アサリ

羽田州よりもはるかに分布が多いが、やはり陸側よりも沖側部〔最

大干潮線以下）に多い傾向を示すが、分布の傾斜は北東から南西へ向

‐っていろ◎

殻長／ｃ777未満およびそれ以上に

分けても同f様の傾向を示す。殻

長組成ＩＴ１ｎ～ｓｏ〃歴にモード

が見られろ。〔図Ⅶ）

ヘマグリ

,ｉ・

羽田）`ﾄ1よｈやや多いが、やは

り非常に分布が少なく／ｏ剛未

満の稚貝は／か所に発見したの

％３Ｄ

」2Ｓ
▽

ＯＳ、/Ｏ２Ｄ３０ＧＬＯﾑﾇﾌ、 みであった。

ｼｫﾌｷノS､L・

アサリに次いで分布が多く特に調査区域の北東部に分布が多い。

殻長組成のモードは.ｊｚｏ～５。” 図阿，

７ざ
に見られる。ｒ図Ⅷ）

ｉホトトギス

最大干潮線上に分布しﾉﾉﾘﾛ`当りｓｏ
ＬＦｏＯ個体という掲よう（調）

袖iHilj〃、息ｊＶムｌＬ式lrルハ南爾部院見られ

た９

三枚州シオフキ殻長組成

７ 凶

ＯＳ／ＯｊＺＯ３０孕め。,

ｓ・Ｌ．

－３８－



｢

、

午

ユウシオガイ

・分J布範囲はアサiノ・シナフキに次いで大きいが面その分布傾向はア

サリに似て北東部に少なく南西部に多い。

Ａｎｎｅユｉｄａ

総体的に陸側より沖側部に多く分布が見られ、羽田州のＡｒｅａＷＶ

と同程度の分布を示した。

ＡＣもｉｎｉａｒｉａ

羽田州に同じくスナイソギンチヤクの分布が見られたが、数的には

以箆二捌二綿鰹:幾Ｗ委しﾆﾗｷ鼻鼠…分
布が調査区域の南西部に偏してい馬傾向が見られた。

図Ｋは種類別の分布状況を示したものであるがアサリおよびシオフキ、

分布が非常に多く次いでホトトギス、ユウシオガイが多い。

図】Ⅸ三枚州に蹄ける貝類分布状況
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底質重量比例ｊを粒子径〉全…もの鑑よびそれ以下のいに分Ｃ

けて検討_すろと調査地域の北西/部に粒子の細かいものが多く、南東に

向ってあらくなる傾向を示す。

ｓ７
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、、

また底辻い生物の採集と同時に採集された貝類の死殻重量ｸﾞﾗｰ布を見

ろと大部分の貝類の分布傾向iと同じく北東部に少なく南西部に多い傾向
！,

を示し1k二。

総括

以上は羽田リト|および三枚州の／７ｓ７年夏期における貝類分布の状況

であ惠が、調査結果から強調されるべき点は羽田州の荒廃で、特に従来

優秀漁場とされていた多摩川河口部の有用貝類が壊滅状態にあることで

ある。この区域の復１日いかんが今後の羽田州における貝類漁業の盛衰を

支配するものと考えられろ。

ｉ〔た被害を被らなかった区域もホトトギスの分布が非常に多いので、

底質の悪化とその繁殖による被害が憂慮されろ。

三枚州はアサリ・シナフキ等の有用貝の分布も多く、椎貝も相当量見

られ墨ので、現在のところ憂慮すべき点は比較的分布の多いホトトギス

の繁殖、みである。

その他Ａｎｎｅユｉｄａの分布がよく、その場所の底質悪化状況を代表して

いることは将来これを底質汚染状況の標兆種としてと、上げられるべき

(3)

であると考えられろ。

付記

本調査実施後の状況については、羽田'ﾄﾄＩＡｒｅａＩ付近を数次にわたり調

査しまた３３年／月に羽田州全般にわたってきわめて粗ではあるが調査

を行ったが、ＡｒｅａＶについては依然として有用貝の分布は極く少なく

ＡｒｅａⅢⅣにはアサリの稚貝がかなｈ多く見らえる状況であった。

終りにのぞみ、坂まとめに際しで御教示をいただいた東京水産大学久保

伊津男教授ならびに資料の測定整理に協力された東京水産大学増殖学科

学生原武史、山口勝功の各氏に感謝いたします。

養符公臓￥鯛壽貯織かん水部および淡水部水質研室
取まとめ～技師塩屋照雄

〃 東京水産大学増殖学科実習生田口 翼

い←

－６０－



付図および別表

”
布

布

分
分

布
成
量
布
成
量

分
組
重
分
組
重

物
質
殻
物
質
殻

生
底
死
生
底
死

羽田州における

羽田州における

羽田州に髄ける

三枚州に鮪ける

三枚州に潴ける

三枚州におけろ

付図／～Ｆ

〃７

〃／Ｏ

〃／／～／７

〃・ユＯ

〃．ユ／

地点別生物鐺よび死殻の出現数

地点別生物論よび死殻の出現数

羽田州における

三枚州における

羽田州底質組成

三枚州底質組成

別表Ｉ

〃Ⅱ

〃Ⅲ

〃Ⅳ

－６／
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付図工アサリ分布（総個体数）
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干几

付図2ｱｻﾘ分布(殻長1cm未満］
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付図３アサリ分布（殻長ユｃ、以上）
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